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小口事業資金融資
あっせん制度

がんばる
中小商工業者を
応援します

　市では、地元商工業の活性化支援の
ために、商工業者（法人・個人）が必
要とする事業資金を有利な条件で利用
できるよう、市と契約した金融機関へ
融資のあっせんを行っています。
　また、一般資金に比べて低利な経営
安定化緊急資金は、平成２９年３月３１日
まで延長して実施しています。
　なお、融資が決定した場合には、利
息の一部を市が負担し、保証機関への
信用保証料（当該融資相当分）の最大
２分の１を補助します。
　申し込みは、随時受け付けていま
す。詳しくは、お問い合わせくださ
い。
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問合先　経済課産業振興係（☎
０４２−３８７−９８３１）

主たる事業所の所在地
（法人の場合は原則として本店）

申込者の住所
（法人の場合は代表者個人の住所）区　分

市内または隣接市に事業所があり、同一事業を１年以上営んでいること市内に１年以上住所を有している方開業資金以外の資金 市内に事業所があり、同一事業を１年以上営んでいること隣接市に１年以上住所を有している方
市内に事業所があり、開業の準備に着手していること（開業後１年未満を
含む）不問開業資金

※　隣接市とは、武蔵野市、三鷹市、府中市、調布市、小平市、国分寺市、西東京市の７市です。
〈事業規模および業種〉　常勤の従業員が３０人以下で、東京信用保証協会または東京都農業信用基金協会の保証対象業種であること
〈納　税〉　市税の納税義務者で、納期到来分（申し込み時まで）を完納していること

住所要件など申込資格

借受人
利率

償還期間
（※）併用申込限度額使　途区分

種類 設備運転

０.８％
（変動）

５年以内各限度額および償還期間内で総額８００万円６００万円−○運転資金
７年以内８００万円○−設備資金
７年以内設備資金と併用申し込み可２００万円○−特別設備資金

▷　福祉のまちづくりに準じて、利用者が安全で快適に利用できるための、店舗出入口の段差解消や自動扉の設置等の施設整備に必要
な資金
▷　地球温暖化対策や公害防止対策等の快適環境実現のために、営業用低公害車両の購入や工場設備改善等に必要な資金

５年以内害害害害害害５００万円○○開業資金
▷　市内で開業を予定または市内で開業１年未満の事業者への資金

運転５年以内
設備７年以内害害害害害害８００万円○○商店街等振興資金

▷　市内の法人組織の商店会のイベント開催や共同施設設置等の資金

５年以内運転資金、設備資金、特別設備資金との併用申し込
み可

５００万円○○大型店対策事業資金
５００万円○○産業振興資金

０.５％
（変動）

３年以内運転資金、設備資金、特別設備資金、大型店対策事
業資金、産業振興資金との併用申し込み可３００万円−○経営安定化緊急資金

（平成２９年３月３１日まで受け付け）
▷　最近３か月または１年間の売上高が、前年同期と比較して３％以上減少している方を対象
▷　取引先の相手方企業の破産、更生手続開始申し立てなどにより、その相手方企業に対して売掛金等回収困難な債権を有して
いる方を対象（連鎖倒産防止対策）

※　償還期間には据置期間６か月以内を含みます。

小口事業資金融資あっせんの内容
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　自立した日常生活や社会生
活を営むことができるよう
に、身体機能・生活能力の維
持向上等に必要なリハビリを
実施しています。
　ご利用を希望する方は、ご
相談ください。
実施日時　毎週月曜・木曜・
金曜日の午前９時〜午後４時
ところ　同センター
対　象　身体障害者手帳を取
得している６５歳未満の方で、
次のいずれかに該当する方
渇　身体に障がいがあり、機

能回復訓練を希望する方
渇　病気により会話が不自由
になり、言語訓練を希望す
る方

費　用　障害者総合支援法に
基づく算定額
その他　機能訓練は、理学療
法士・作業療法士・言語聴覚
士が行います。
問 合 先　同 セ ン タ ー（☎
０４２栗３８１栗８４１１＝午前９時〜
午後５時）
※　日曜・祝日を除く。

障害者福祉センター
リハビリにご利用を

　

市
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
が
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
」
を
受
審
し
た
場
合
に
、

そ
の
受
審
費
用
の
一
部
を
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
と

は
、
東
京
都
福
祉
サ
ー
ビ
ス
評
価

推
進
機
構
が
認
証
し
た
評
価
機
関

が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る

も
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
は
、
（
公
財
）
東
京

都
福
祉
保
健
財
団
が
運
営
す
る

「
と
う
き
ょ
う
福
祉
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
（h

ttp
://w
w
w
.fu
ku
n
avi

.o
r.jp
/fu
ku
n
a
vi/

）
」
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
、
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
す
る
際
の
情
報
と
し

て
、
ま
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
が
事
業
改
善
の
た
め
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
所
が
あ
り
、
第

三
者
評
価
の
結
果
の
公
表
に
同
意

で
き
る
事
業
者

補
助
内
容　

左
表
の
と
お
り

申
請
方
法　

６
月　

日
ま
で
に
、

１７

所
定
の
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
地
域
福
祉
課
で
配
布
）

に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
直
接
、

地
域
福
祉
課
へ
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
９
１
５
）

３８７

補助の対象となる福祉サービスの種類および補助金額
補助金額福祉サービスの種類区分

１事業所につき、福祉サービス第三
者評価の受審費用総額の３分の２
（上限３０万円）

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、特定施設入居者生活介護
（有料老人ホーム・ケアハウス）、福祉用具貸与、居宅介護
支援、通所介護（デイサービス）、短期入所生活介護（ショ
ートステイ）、指定介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム、
経営支援事業対象外のみ）、介護老人保健施設

高
齢
系

１事業所につき、福祉サービス第三
者評価の受審費用総額（上限６０万
円）

小規模多機能型居宅介護（介護予防含む）、認知症対応型共
同生活介護（認知症高齢者グループホーム）（※）、定期巡
回・随時対応型訪問介護、看護小規模多機能型居宅介護

１事業所につき、福祉サービス第三
者評価の受審費用総額の３分の２
（上限３０万円）

居宅介護、短期入所、障害児通所支援
障
害
系

１事業所につき、福祉サービス第三
者評価の受審費用総額（上限６０万
円）（ただし、認可保育所のうち、
公定価格に第三者評価受審加算を受
けている施設については、受審費用
の総額から１５万円を差し引いた額と
４５万円とのいずれか低い額）

認可保育所（民設）子
ど
も
家
庭
系 認証保育所Ａ型・Ｂ型

※　東京都が定める自己評価及び外部評価の実施方針により、原則毎年受審すべきとされていたものが、２
年に１回とすることができるケースがあります。

福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
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評
価
受
審
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

　

認
知
症
の
方
の
食
事
や
お
ふ
ろ

な
ど
の
介
護
で
拒
否
さ
れ
た
り
、

う
ま
く
い
か
な
い
場
合
の
声
か
け

方
法
な
ど
、
認
知
症
を
基
礎
知
識

か
ら
学
び
ま
す
。

と　

き　

６
月
４
日
（
土
）
午
後

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

本
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

申　

込　

５
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
８

０４２

３８８

０
１
１
）
へ
。

 　

介
護
者
同
士
で
介
護
方
法
な
ど

の
情
報
交
換
を
し
て
み
ま
せ
ん

ま
な
ぶ
・
語
る
・
つ
な
が
る

家
族
の
会

か
。

　

な
お
、
介
護
が
必
要
な
方
が
い

て
、
参
加
が
難
し
い
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
４
日
（
土
）
午
後

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

定　

員　
　

人
（
申
込
順
。
介
護

１５

者
を
優
先
）

申　

込　

５
月　

日
か
ら
、
同
セ

１６

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
６
５
１
４
）

０４２

３８６

へ
。

 　

認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
、
コ
ピ
ッ
ク
・
ア

ー
ト
と
い
う
大
人
の
創
作
塗
り
絵

を
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　

５
月　

日
（
水
）
午
後

２５

２
時
～
３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

ピ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
小
金

井
（
緑
町
５
儿　

儿　

）

１３

２５

介
護
予
防
キ
ャ
ラ
バ
ン

コ
ピ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
で

認
知
症
予
防

対　

象　

市
内
在
住
で
、
会
場
ま

で
自
分
で
来
る
こ
と
が
で
き
る　
６５

歳
以
上
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１２

申　

込　

５
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

で
小
金
井
き
た
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
２
４
４
０
）

０４２

３８８

へ
。

 
と　

き　

６
月
８
日
（
水
）
午
前

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

社
会
医
学
技
術
学
院
講

堂
（
中
町
２
儿　

儿　

）

２２

３２

講　

師　

山
田
千
鶴
子
さ
ん
（
理

学
療
法
士
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１２０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
５
月　

日
２５

ま
で
に
要
事
前
申
込
）

申　

込　

５
月　

日
か
ら
、
フ
ァ

１６

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
２
２
儿　
６０

儿
１
５
５
０ 

０
４
２
２
儿　

儿
６０

１
５
６
４
死kira

ri4
@
gro
u
p
-

kagaw
a.co

m

）
へ
。

 
市
取
扱
分

◎
３
月
分

【
特
定
寄
附
】

◆
交
通
安
全
の
た
め
に

▽
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー　

枚
＝
東

９５０

京
小
金
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

▽
下
敷
き　

枚
＝
（
一
社
）
東
京

９２０

都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
り
」
講
演
会

足
の
発
達
儿
幼
少
時
の
歩

き
方
が
健
康
な
足
を
作
る

FAX

善善
意意
のの

輪輪
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介
護
者
の
集
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